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研究成果の概要（和文）：食物アレルギーに関して報告されているすべての系統的レビューを6つの医学雑誌データベ
ースから網羅的に収集した。食物アレルギーに関する系統的レビューは66文献が存在し、内訳は予防12文献、疫学32文
献、診断評価19文献、急性期治療9文献、慢性期治療20文献であった。医療従事者、医学研究者だけではなく一般国民
にも情報提供するために、新規に立ち上げたウエブサイトに66文献すべての一般向け要約と書誌情報は無料公開されて
いる。

研究成果の概要（英文）：All systematic reviews on food allergy were searched for in 6 medical electronic 
databases. A total of 66 published systematic reviews were identified. Of these, 12 were on food allergy 
prevention, 32 were on epidemiology, 19 were on diagnosis or evaluation, 9 were on acute management, and 
20 were on chronic management. A full list of them is freely available on a new website not only for 
clinicians, healthcare practitioners and researchers but for patients.

研究分野：小児アレルギー
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１．研究開始当初の背景 
 
  我が国の食物アレルギーの罹患率は、乳幼
児を中心として現在およそ 5％とされている。
その症状は多岐にわたり、重症の場合には呼
吸困難やアナフィラキシーといった生命に
危険を及ぼすものもある。食物アレルギーの
患者は日常生活において個々の重症度に応
じた除去食療法を行い、その対応は家庭内に
限らず、保育園、学校等の給食においても必
要となるため、患者や家族は常に不安に満ち
た生活を強いられている。 
  食物アレルギーの臨床研究に関して現在
トピックスとなっているのは、アレルギー自
体の発症を予防する研究と発症後の食物ア
レルギーを免疫療法による治療の研究であ
る（文献 1）。アレルギー予防研究に関しては、
胎児期の抗原除去、プロバイオティクス、皮
膚を介した抗原感作の予防など様々行われ
ており、一部の報告では成果が認められてい
るものもある。食物アレルギーの免疫療法に
関しては、経口免疫療法などが我が国を含め
た各国で盛んに臨床研究がおこなわれてい
る。経口免疫療法とは、アレルギーの原因と
なる食物を症状を引き起こさない程度の極
微量から経口摂取しつづけ、その量を漸増す
ることで通常量を無症状で摂取できるよう
にするという治療法である。この治療法は一
定の効果が確認されているものの、その摂取
量、方法、期間、安全性など日常診療への応
用までにはまだ検討すべき課題が多い（文献
2）。 
  これら臨床研究の成果は、治療法に効果が
見られたものを中心に一流医学雑誌に掲載
されることが多く、医療者の目に入りやすい。
しかし一部の研究成果のみを日常診療に取
り入れてしまうことは危険であり、エビデン
スレベルが最も高い系統的レビュー
(Systematic Review)を中心に網羅的なエビデ
ンスの確認が医療者には必要となる。しかし
必ずしも単一の医学雑誌データベースにす
べての報告が収載されているとは限らず、網
羅的なエビデンスの確認には時間と労力を
要する。単一のデータベース検索だけでは重
要な研究成果を漏らしてしまう可能性もあ
る。このため、系統的レビューを多く手掛け
ているコクラン共同計画では、網羅的に文献
を収集する際は最も普及している MEDLINE 
/PubMed 以外にも Embase など複数の医学雑
誌データベースの検索を強く勧めている（文
献 3）。EBM に基づいたガイドラインの作成
も網羅的なエビデンスを周知する手段とし
て有効であり各疾患において発刊されてい
るが、その作成から発刊までには時間を要し、
また常に最新の研究成果を含んだガイドラ
インを更新しつづけることも容易ではない。 
研究代表者はアトピー性皮膚炎の分野に
おいてこの問題解決のために、複数の医学雑
誌データベースから系統的レビューを集め
たMap of Systematic Reviews on Atopic Eczema

（文献 4, 5）(以下Map)の構築を行った。こ
のMapは主要な5つの医学雑誌データベース
(MEDLINE /PubMed, Embase, Cochrane 
Systematic Review, Database of Abstracts of 
Reviews of Effects, NHS Evidence)を網羅的に
検索して、アトピー性皮膚炎に関するすべて
の系統的レビュー (2012年現在 115文献)を
収録したデータソースである。Map内の文献
は疫学、予防、治療など分野ごとに細分化さ
れ、利用者が欲する情報が容易に確認できる
ようになっている。またMap内にある治療に
関する系統的レビューは別のデータベース
GREAT database （文献 6）にもリンクしてい
る。いずれも無料で公開されており、アトピ
ー性皮膚炎の領域では、これら 2つのデータ
ベースを利用することで医療者はアトピー
性皮膚炎に関する最新のエビデンスに容易
にアクセスでき、診療および研究面で広く活
用されている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、食物アレルギーに関して現時
点までに報告されているすべての系統的レ
ビューを網羅的に収集して、食物アレルギー
のエビデンスデータソースを作成すること
を目的とした。計画時点で食物アレルギーの
エビデンスを集約した単一データソースお
よび文献は存在しておらず、本研究によって
構築されたデータソースを公開し随時更新
することで、これまで以上に迅速に食物アレ
ルギーに関するエビデンスの検索が可能と
なることが予想された。 
このデータソースは日常診療に使用する
医師ばかりでなく、医師以外の医療者、研究
者、ガイドライン作成者が情報を収集する上
でも有用であり、さらに日々の生活に不安を
抱える患者家族に情報を提供することも有
益であると考え、一般向けの研究の解説を加
え、非医療者である患者家族に最新かつ公平
で正確な情報を提供することも目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 文献の検索 
網羅的に文献を検索するため、医学雑誌デ
ータベースとしてMEDLINE (Ovid)、Embase 
(Ovid)、PubMed、医学中央雑誌、Cochrane 
Library、Database of Abstracts of Reviews of 
Effects (DARE)の 6つを用いた。検索用語と検
索式の設定は、文献検索に熟達している Trial 
Search Co-ordinatorである研究協力者（Donney
氏）が行った。今回用いた検索式には世界的
に広く用いられている SIGN (Scottish 
Intercollegiate Guidelines Network)の検索フィ
ルタを使用した。（文献 7） 

 
(2) フィルタリング 
検索式によって複数の医学雑誌データベー
スから抽出された文献の重複を省いたのち、



除外基準に従って系統的レビューのみを抽
出した。 
① 第一段階フィルタリング 
文献の題目と抄録を確認し次のものを除
外した。 
i) 会議録 
ii) 食物アレルギーに関する研究とは異な
るもの 

iii) 基礎医学的研究・ヒト以外を対象にし
た研究(細胞や組織を用いた実験) 

iv) 系統的レビューとは明らかに異なる研
究 

② 第二段階フィルタリング 
第一段階で残った文献の全文内容を確認
し、次のものを除外した。 
i) ①の除外基準に当てはまるもの 
ii) 方法の記載がないもの 
iii) 検索した医学雑誌データベース名が記
載されていないもの 

 
(3) 情報の収集 
（2）で抽出された文献から PRISMA 

(preferred reporting items for systematic reviews 
and meta-analyses) statementを参考にして、各
文献から次の情報を収集した。 
文献情報(著者、出版年、収録雑誌)、レビュ
ーの対象となった内容、検索方法(データベー
ス名、検索期間、言語制限など)、メタアナリ
シスの有無、メタアナリシスの評価項目、著
者の結論 

 
(4) データソースの公開 
 医療関係者ならびに一般国民（患者を含
む）向けのホームページを作成し、すべての
情報を公開した。また海外の文献については
要旨を一般向けに邦訳し、専門医によるコメ
ントも付した。 
  
４．研究成果 
 
 6 つの医学雑誌データベースから検索され
たのは 4440 文献で、このうち重複を除いた
2076文献をフィルタリングした。題目と抄録
から 1772 文献、全文内容から 239 文献を除
き、残った 65 文献の中の引用文献から 1 文
献を加えた 66文献が対象文献となった。（図
1） 
 66 文献の公表年は 2001 年の 1 文献から
年々増加傾向で、2013 年と 2014 年はいずれ
も 12 文献であった。掲載されていた医学雑
誌は欧州アレルギー学会雑誌の「Allergy」9
文献を筆頭に、「Annals of Allergy, Asthma and 
Immunology」7文献、「Journal of Allergy and 
Clinical Immunology」と「Cochrane Database of 
Systematic Review」が 6文献と続いていた。 
 系統的レビューを内容別に分類したとこ
ろ、予防に関するものが 12 文献、疫学に関
するものが 32 文献、診断評価に関するもの
が 19 文献、急性期治療に関するものが 9 文
献、慢性期治療に関するものが 20 文献であ

った（重複含む）。 
 

 図 1 フローチャート 
 
収集された情報を広く周知公表するため、
認定 NPO 法人アレルギー支援ネットワーク
のホームページ内に「食物アレルギーに関す
る臨床医学論文リスト：Food Allergy Clinical 
Evidences (FACE)」を立ち上げた。（図 2） 

FACE には食物アレルギーに関する系統的
レビュー66文献がリスト化されており、文献
情報とともに海外文献については一般向け
の邦訳を付した。さらに内容に関する専門医
のコメントについても追記した。各種関連学
会や自治体の勉強会などを通じて、FACE の
存在を周知し、海外を始め多くの研究者およ
び患者より好評を得ている。今後はこのリス
トが随時更新されることで、食物アレルギー
の診療および研究に貢献できることを期待
する。 

 

図 2 FACEホームページ 
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